
4 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）

単位

本 28 (22) 24 (18)

本 13 (8) 12 (7)

本 11 (10) 8 (7)

本 4 (4) 4 (4)

本

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人

行　　政

・早期発見・早期治療を目的に各種健診の受診勧奨に努めます。
・日頃からの健康を意識した生活習慣について普及啓発に努めます。
・高齢者の通いの場づくりや介護予防教室の充実を図り、生涯を通じた健康づくりの普及啓発に努めます。
・安心して受診できる医療体制の充実に努めます。

市　　民
・

事 業 所

・特定健康診査やがん検診など定期的に受診します。
・自ら健康的な生活習慣を意識して、生涯にわたる健康づくりに努めます。
・要介護状態にならないよう、積極的に地域の予防教室等に参加します。

36,440 36,944基本事業②を構成する事務事業の決算額小計

551,806

基本事業③を構成する事務事業の決算額小計

３年度実績 ４年度実績 ５年度実績 ６年度実績

施策の
トータルコスト

主管課名 健康センター

関係課名 市民課　　社会福祉課

１０年後の
目指す姿 　健康意識が高まり、市民一人一人が主体的に健康づくりに取り組んでいます。

目指す姿の実
現のための取

組
(基本事業)

基本事業① 健康診査体制・予防対策の充実

施策を進めるた
めの役割分担

131,635 141,334

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

令和

まちづくり目標 未来につなぐまち 政策名 いつまでも健やかなまちづくり

施 策 № 20 施 策 名 健康づくりの推進

19,640

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 75 69

基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

７年度実績

基本事業③ 地域医療体制の充実

基本事業④

基本事業② 自ら取り組む健康づくりの推進

区　　分

　同　　上
円 2,152 1,907

基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計） 643,273

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） 730,364 627,931

Ｄ．事務事業に要する年間総時間

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） 87,091

Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

22,200

８年度実績

基本事業④を構成する事務事業の決算額小計

Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

76,125

基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 475,198 373,528

　同　　上
円

魚津市の人口（各年度12月末時点） 40,477 39,919

18,044 15,730

効 率 性
指　　標

市民１人あたりにおける施策の
円 15,892 13,823

参　　考
１時間あたりの平均人件費 3,923 3,876

施策の現状
及び課題

現　　状

・早期発見・早期治療を目指し、生活習慣病予防に着目した特定健康診査事業やがん検診に取り組んでいます。
・日頃からの健康づくりの意識高揚を目的に、健康についての普及啓発に努めるとともに、住民主体の通いの場などの介護予防活動
により、生活機能の低下予防に取り組んでいます。
・夜間や休日の診療体制や高度医療機器設置の支援など、安心して医療を受けられるための事業に取り組んでいます。

課　　題

・日頃からの生活習慣の見直し、健診による早期発見・早期治療、病気になっても重症化しないための取組等、生涯にわたる健康づ
くりを推進する必要があります。
・自らの積極的な健康づくり意識の高揚を図る必要があります。
・安心して医療を受けられる環境の充実を図る必要があります。
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基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施 策 № 20 施 策 名 健康づくりの推進

基本事業名 ①健康診査体制・予防対策の充実

基本事業の目的（意図） 生活習慣病やがんの早期発見のために、市民が受けやすい健康診査体制の充実を図るとともに、感染症の予防に努めます。

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

（速報値）36.3 速報値　10月頃

50.0 55.0

12年度
（目標値）

令和4年度における
主な事業内容（活動内容）

【特定健康診査事業】
・生活習慣病の予防、早期発見のために特定健康診査を実施しました。（R３速報値　44.4%）　また、未受診の方には、はがきによる案内や民間事
業者へ依頼して電話による受診勧奨を行いました。
・健診結果から指導が必要と判定された方に特定保健指導を行いました。（R３速報値　36.3%）
・受診者へ魚津市電子地域通貨MiraPay行政ポイント付加（2,000ポイント）を実施しました。（410件）
【がん対策事業】
・令和４年度のがん検診受診率は　胃がん22.0%、大腸がん 25.8%、肺がん 26.8%  乳がん 26.7%、子宮がん 25.9%　でした。
・子宮頸がん検診に併せて実施するHPV検査について、25、30、35、40、45歳を対象に実施しました。　（受診者　R３　188人、　R４ 75人）
【乳幼児予防接種事業及び風しん追加的対策事業】
・国が示す内容に基づき、対象者へ個別の案内に併せて広報等による周知に努めました。
・HPVワクチンの定期予防接種の積極的勧奨の再開、及び案内を控えていた年代（平成９年度～平成17年度生まれ）の対象者に対するキャッチ
アップ接種を開始しました。
【新型コロナウイルスワクチン接種事業】
・国が示す実施方法に基づき、初回接種及び追加接種について、乳幼児（６か月から４歳）、小児（５歳から11歳）、12歳以上に対し、医療機関接種
及び集団接種の体制を整備して実施しました。

60.0

７年度
（中間目標値）

令和元年度

45.4
（速報値）44.4 速報値　10月頃

60.0

一般会計 健康診査事業 1,445,000 806,158 638,842

国民健康保険事業特別会計 疾病予防費 7,150,000 5,675,000 1,475,000 Ａ 健康センター

一般会計

健康センター

一般会計 乳幼児予防接種事業 74,117,000 59,285,080 14,831,920 Ｂ

風しん追加的対策事業

国保特定健康診査受診率

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

65.0

65.0

43.6

60.0
36.0 36.3

60.040.0 50.0

№ 会計名 事務事業名
令和4年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

健康センター

一般会計 感染症予防対策事業 5,292,000 4,377,235 914,765 Ａ 健康センター

１次評価結果

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

健康センター

健康センター

Ａ

がん対策事業 65,103,520 55,775,542 9,327,978 Ａ

新型コロナウイルスワクチン接種事業 238,455,000 192,403,393 46,051,607 Ａ

健康センター

健康センター

特定健康診査等事業費

健康センター

高齢者予防接種事業

954,475 Ａ

25,241,980

0

健康センター

7,447,879 2,733,863 4,714,016

次世代を担う女性の健康づくり事業 3,579,000 2,624,525

34,353,000 26,580,879 7,772,121 Ｂ

一般会計 がん患者補正具購入費用助成事業 400,000 348,000 52,000 Ｂ 健康センター

一般会計 子宮頸がん検診HPV検査事業 1,832,480 557,546 1,274,934 Ｂ

0

一般会計

国民健康保険事業特別会計

一般会計

一般会計

22,360,540

0

健康センター

Ｂ

2,881,440 Ａ

合　　計 464,416,859

0

0

0

0

0

0

0

0

成果指標名 単位

国保特定保健指導実施率

％

％

60.0 60.0

0

0

0

0

一般会計

0

0

0

373,527,761 90,889,098
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１次評価結果

歳

健康寿命（女性）　　（H29 　84.63 歳） 歳 85.64

79.93

Ｂ

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

成果指標名

自立高齢者の割合 ％

R6.2頃算出 R7.2頃算出

81.5 81.5 82.0
81.1 80.6

健康寿命（男性）　　（H29　79.33 歳）

単位
２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

82.0
82.0

85.28

79.84

82.0

実績値

平均寿命の増加分を上回る健康寿命の増加

平均寿命の増加分を上回る健康寿命の増加

平均寿命の増
加分を上回る
健康寿命の増
加

通所型介護予防事業 12,669,000 12,435,000 234,000 Ａ

健康センター

国民健康保険事業特別会計 保健衛生普及事業 8,893,000 7,083,725 1,809,275 Ｂ 健康センター

一般会計

市民課

一般会計 地域自殺対策事業 339,000 277,405 61,595 Ｂ 社会福祉課

健康づくり推進事業 2,305,000 728,292 1,576,708 Ａ

国民健康保険事業特別会計 保健衛生普及事業 2,594,000 2,286,558 307,442

2,435,661 1,450,339 Ｂ 健康センター

介護保険事業特別会計 介護予防把握事業 1,584,000 1,037,472 546,528 Ｂ 健康センター

後期高齢者医療事業特別会計 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業 3,886,000

№ 会計名 事務事業名
令和4年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

健康センター

介護保険事業特別会計 介護予防普及啓発事業 15,149,000 10,659,794 4,489,206 Ａ 健康センター

介護保険事業特別会計

0

0

生活環境課

一般会計 公衆浴場衛生設備改善補助事業(施策8①再掲) (133,000) (110,000) (23,000) - 生活環境課

一般会計 狂犬病予防対策事業(施策8①再掲) (636,000) (571,450) (64,550) -

0

0

生活環境課

0

一般会計 衛生害虫駆除事業(施策8①再掲) (149,000) (0) (149,000) -

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 47,419,000 36,943,907 10,475,093

0

80.6 80.6

R6.2頃算出 R7.2頃算出

0

市民自らが健康意識を高め、こころとからだの健康づくりの推進に努めます。また、地域に密着した介護予防の取組を行い、高齢
者の介護予防の意識を高めます。

令和4年度における
主な事業内容（活動内容）

【地域自殺対策事業】
・街頭キャンペーンは新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し中止しましたが、関係機関や図書館で啓発用ティッシュを配置しまし
た。
・ゲートキーパー養成 講座を３ 回開催しました。また、関係者によるネットワーク会議を１回開催しました。
・「うおづこころの相談窓口に延42件の相談がありました。
【健康づくり推進事業】
・地区健康講座や生活習慣病予防を中心とした健康づくりイベント教室を 計 ３ 回開催し、合計　94人の参加がありました。また、食
生活改善推進員の養成と育成に努めました。
・健康づくりの啓発として、昨年に引き続きミラたん健康ポイント事業を実施し、参加者は 775人 でした。
・「健康づくり推進プロジェクト　健康うおづ　プラス　１（ワン）」により、”食”　”運動”　“健診”　を柱とした取り組みを強化しました。
【高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業及び介護予防普及啓発事業】
・健康センターに新たに係を創設し、国保保健事業、後期高齢者の保健事業及び介護予防事業を一体的に実施しました。
・サンプラザにおいて 「さんさん介護予防俱楽部」を開催しました。
  　（R３  191日／年 　延参加者数　8,985人 , R４  213日／年　　延参加者数　14,892人  ）
・地域における介護予防活動として「ふれあい・いきいきサロン」や「いきいき百歳体操」の活動を支援しました。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施 策 № 20

目標値（上段）及び実績値（下段）

令和元年度
７年度

（中間目標値）
12年度

（目標値）

基本事業の目的（意図）

0

施 策 名 健康づくりの推進

基本事業名 ②自ら取り組む健康づくりの推進

 



1 ○

2 ○

3

4 ○

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

基本事業名 ③地域医療体制の充実

基本事業の目的（意図） 市民が安心して暮らすことができるよう、健康を支える医療体制の充実を図ります。

令和4年度における
主な事業内容（活動内容）

【一次救急体制支援事業】
・魚津市医師会へ「在宅当番医制運営事業」を委託し、日曜・祝日の昼間に、軽症の患者さんに対する救急医療を実施しました。
　令和４年度は、延　74 日　1,510人 （平均 　125.8人　/月）の利用がありました。
・富山労災病院、魚津市医師会、市との間で協定を締結し、平成28年４月に労災病院内に、軽症の患者さんに対応する「魚津市急患
センター」を開設しました。　全日　19時～22時の時間帯で対応しており、令和４年度は、延　441 人（平均　36.8人/月）の利用があり
ました。
【地域中核病院支援事業】
　市内唯一の総合病院である富山労災病院に対し「がん診療地域連携拠点病院（県指定　R1.8.1～）」としての対応を充実するととも
に、心疾患や脳血管疾患への速やかな治療など、市民が安心して受けられる地域医療の充実を図るため、コンピューター断層撮影
装置（ＣＴ）、核磁気共鳴画像装置（ＭＲＩ）、血管造影撮影装置（ＤＳＡ）の設置について、財政的支援を継続しました。（平成28年11月
より設置）
【産婦人科医療体制整備事業】
　富山労災病院における婦人科診療診療において、医師確保を目的とした寄附講座の実施や診療に対する補助を行いました。

成果指標名

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ③

施 策 № 20 施 策 名 健康づくりの推進

単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度
７年度

（中間目標値）
12年度

（目標値）

魚津市急患センター受診者数 人 664 487
670 670 680 690 700

700
518 441

健康センター

一般会計 地域中核病院支援事業 118,895,000 110,851,612 8,043,388 Ｂ 健康センター

一般会計 健康センター運営事業 8,136,000 7,240,211 895,789 - 健康センター

一般会計 産婦人科医療体制整備事業 9,000,000 9,000,000 0 Ｂ 健康センター

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
令和4年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 一次救急体制支援事業 15,202,000 14,242,664 959,336 Ｂ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 151,233,000 141,334,487 9,898,513

0

0

0

 



施 策 № 20 施 策 名 健康づくりの推進

令和4年度の評
価結果（基本事
業の成果を考

慮し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（令和4年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

【①健康診査体制・予防対策の充実】
◆特定健康診査受診率（速報値）は、R２  43.6%    R３　44.4%　　と若干増加の傾向が見られます。
◆特定保健指導率（速報値）は、R２  36.3% 　R３　36.3%　と横這いな状況です。
◆令和４年度のがん検診の受診率（６月２日時点）は、胃がん　22.0%　（R３　21.1%)、大腸がん 25.8%（R３　25.4%）、乳がん 26.7%（R３　25.5%）、子宮が
ん  25.9%（R３　25.0%）であり、徐々にコロナ禍以前の状況に近づいています。
◆新型コロナワクチン接種については、医療機関での個別接種や集団接種（旧総合体育館）により、各接種回数の接種率は全住民に対して、１・２回
目は概ね80%余り、３回目は約70%程度、４回目は約50%、５回目は約28%となっています。
◆HPVワクチン接種の積極的勧奨等により接種者は増加の傾向が見られます。　（R３　延　152回　R４　延　193回）また、案内を控えていた年代（平
成９年度～平成17年度生まれ）の対象者に対するキャッチアップ接種も一定程度接種されました。 （延　231回）
　
【②自ら取り組む健康づくりの推進】
◆健康づくりの意識を高めるため「ミラたん健康ポイント事業」を継続して実施しました。参加者は Ｒ４  775人（前年：664人）となっています。
◆市独自で算出する健康寿命は、令和２年と平成29年との比較では男女とも延伸の傾向が見られ、女性において平均寿命の増加分を上回る増加が
見られます。
◆要介護度別人数の分布状況では、要支援1～要介護5のうち、要介護1～5認定者数が  R２年度 71.3%だったものが、R４年度 69.2%と 2.1ポイント減
少しています。県全体では 0.9ポイントの減少であり、健診や介護予防事業の対策等が有効に機能しているものと考えられます。

【③地域医療体制の充実】
◆市民が利用できる休日及び夜間の初期救急に関して次のとおり体制が整備されています。
　　・「魚津市急患センター」（富山労災病院内）　　　　   　 　   全日　　 　　　　19時から22時まで
　　・「在宅当番医制」（魚津市医師会）　　　　　　　　　 　  　    日曜・祝祭日　　９時から17時まで
　　・「新川医療圏小児急患センター」（黒部市民病院内）   　　全日　19時から22時まで　　     　　日曜・祝祭日　９時から17時まで
　県内では、初期急患センターは、富山、高岡、砺波医療圏に１か所設置され、内科・小児科等の診療を行っています。
　日曜・祝祭日については、医師会単位で在宅当番医制で対応している地域が多くみられます。
◆魚津市急患センターは、令和３年度　平均　43.2人/月、令和４年度　平均　36.8人/月と利用者は減少しています。また、在宅当番医制の診療では、
令和３年度　平均　87.1人/月、令和４年度　平均 125.8人／月　と増加しています。
◆富山労災病院における婦人科診療支援として、医師確保を目的とした寄附講座の実施や診療に対する補助を行いました。

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①健康診査体制・予防対策の充実】
◆新型コロナウイルス感染症の影響で受診控えが予想され、各種健診の受診率が低迷しています。
◆４月から積極的勧奨を再開したHPVワクチンの定期予防接種、及びｷｬｯﾁｱｯﾌﾟ接種を推進します。
◆がん検診により“要精密検査”対象となった方が100％受診されるよう継続して受診勧奨に努めます。
◆風しん抗体検査の実施率が国の計画に満たないことから、延長された追加的対策事業に継続して取り組みます。
◆新型コロナワクチン接種については、令和５年５月開始の「春開始接種」や９月開始予定の「秋開始接種」を円滑に進めます。

【②自ら取り組む健康づくりの推進】
◆高血圧や糖尿病の発症予防と重症化予防に取り組みます。
◆魚津市医師会や富山労災病院、関係機関と連携を図りながら、各種教室や相談、訪問指導等を実施していきます。
◆「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業」について、関係機関と充分に連携を図り実施していきます。
◆骨折や整形疾患が要支援の原因となっている場合が多く、フレイル予防や活動性を高める取り組みを推進します。
◆「ゲートキーパー養成講座」は、本市における自殺の実態を踏まえ、令和５年度は民生委員や市職員等を対象に２回開催します。
◆関係機関と情報共有を図りながら、令和６年度から５年間を計画期間とする「いのち支える魚津市自殺対策行動計画」を策定します。

【③地域医療体制の充実】
◆市内の「魚津市急患センター」、「在宅当番医制」及び「新川医療圏小児急患センター」を含めて、初期の救急対応が継続できる体制について検討を
重ねます。
◆市内唯一の中核的病院である富山労災病院に対して、高度医療機器「コンピューター断層撮影装置（ＣＴ）、核磁気共鳴画像装置（ＭＲＩ）、血管造影
撮影装置（ＤＳＡ）」等の設置支援や、婦人科診療支援など、市民が安心して受けられる地域医療体制の充実に向けた取り組みを継続します。
◆富山労災病院における診療体制が継続されるための支援について検討し、関係機関と協議します。

【①健康診査体制・予防対策の充実】
＜健康診査事業・がん対策事業＞
◆特定健診の受診率向上のために、未受診者へはがきの送付や電話による受診勧奨に併せて、受診者に対するありそドームの無料利用特典、
MiraPay行政ポイント付与（健診データ提供者含む）などの工夫を継続しました。併せて、自宅でできる「スマホdeドック」事業により健康づくりの意識啓
発に繋げました。
◆がん検診受診率向上を目的として、効果的なパンフレットを活用した受診勧奨、節目年齢の方への検診自己負担金軽減、特定健康診査とがん検診
の同時実施、休日検診の設定やがん検診時の託児を行った結果、受診率は若干向上しました。
＜乳幼児予防接種事業＞
◆HPVワクチンの定期予防接種の積極的勧奨の再開、及び案内を控えていた年代（平成９年度～平成17年度生まれ）の対象者に対するキャッチアッ
プ接種を行いました。
＜新型コロナウイルスワクチン接種事業＞
◆新型コロナワクチン接種について、国が示す内容に基づき、関係機関の協力を得て医療機関及び集団会場での実施体制により対応しました。

【②自ら取り組む健康づくりの推進】
＜健康づくり推進事業＞
◆健康づくりの動機付けとして、”ミラたん健康ポイント事業”を継続しています。参加者からは「健康づくりの励みになる」などの意見をいただいてお
り、参加者も年々増加傾向です。
＜介護予防普及啓発事業＞
◆サンプラザで実施する「さんさん介護予防倶楽部」や、地域で開催される「ふれあい・いきいきサロン」、「いきいき百歳体操」等の介護予防の取り組
みにより、要介護にならないように努める意識の高まりが見られました。
＜高齢者の保健事業と介護予防の一体化実施事業＞
◆令和３年度より設置した「生涯健康係」において、国保保健事業、後期高齢者保健事業、介護予防（普及啓発事業）を一体的に実施することで、より
効果的な健康づくりとなるよう各種事業に取り組みました。

【③地域医療体制の充実】
＜地域中核病院支援事業・産婦人科医療体制整備事業＞
◆富山労災病院に対し、高度医療機器の導入等の支援を行うことで、地域医療の充実が図られ、市民がより利用しやすい病院となっています。

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

 


